
【背景】 
  近年、海草藻場、マングローブ、塩生湿地など「ブルーカーボン生態系」と呼ばれる海域

が、大量の炭素（ブルーカーボン）を海底に貯留していることが解明され、その貯留量や貯

留速度の調査研究や、気候変動対策への応用に関する検討が進められています。 
  しかしながら、ブルーカーボン生態系を含む浅海域が、実際どのくらいの二酸化炭素を吸

収し、大気中の二酸化炭素の削減に直接寄与しているのかについて、全球規模での推計はさ

れておりませんでした。  
 
【成果の内容】 
  今回、港湾空港技術研究所を中心として、ブルーカーボンに関する国内外の科学、技術、

政策、そして国際的な枠組みの最新情報をとりまとめた書籍を出版するにあたり、国内外の

既往研究例や報告値を、書籍の著者グループとともに整理しました（図 2）。その際、炭素貯

留機能が高く「ブルーカーボン生態系」として知られている海草藻場、マングローブ、塩生

湿地だけではなく、大気中二酸化炭素の吸収源として潜在能力を有する海藻藻場、干潟、サ

ンゴ礁、内湾域も含んだ「浅海域」全体を対象としました。そして、全球規模での大気中二

酸化炭素の吸収速度ならびに浅海域海底への炭素貯留速度を、世界で初めて推計しました。 
  その結果、全球の浅海域による大気中二酸化炭素の吸収速度は、現時点での知見やデータ

の制約上、ばらつきが大きく不確実性が高いものの、10.7（−63.0〜79.8）億トン C/年と推

定されました（図１）。一方、浅海域海底への炭素貯留速度は、1.4（0.2〜8.4）億トン C/
年と推計されました。 
これまでの最新の情報（IPCC など）によると、陸域による大気中二酸化炭素の吸収速度が

23 億トン C/年程度、そして海洋全体（といっても陸棚と外洋のみで浅海域は含まれていない）

による吸収速度は、24 億トン C/年程度と見積もられていました（図１）。今回、浅海域の吸

収速度が 11 億トン C/年程度と初めて見積もられたことは、これまでの海洋全体の吸収速度

が過小評価されていて、逆に陸域の吸収速度が過大評価（他の炭素循環量の残差として間接

的に見積もられているため）している可能性を示しています（書籍 13 章）。 
  さらに、これまでブルーカーボン生態系や浅海域が果たす気候変動の緩和効果としては、

海底への炭素貯留能力だけが注目されていましたが、推計された浅海域海底への炭素貯留速

度（1.4 億トン C/年）の約 8 倍もの大気中二酸化炭素の吸収能力がある可能性が示され、浅

海域が気候変動の緩和に果たす役割は、予想以上に大きいかもしれないことがわかりました。 
  
  この書籍の特徴は以下のとおりです 
1. ブルーカーボンに関する国内外の科学、技術、政策、そして国際的な枠組みの最新情報を、

総合的にとりまとめている 
2. ブルーカーボンの科学、技術、そして我が国におけるカーボンオフセット・クレジットと

いった、事例研究を紹介している 
3. ブルーカーボンの取り組みに関する今後の課題について整理している 
  



【成果の意義】 
  本研究成果は、浅海域やブルーカーボン生態系の重要性として、従来から知られていた水

産利用や水質浄化、観光レクといった恵みだけではなく、気候変動の緩和の上でも重要であ

ることを裏付けるものです。 
  さらに、大気中 CO2の吸収は陸棚や外洋が主たる場所と考えられていましたが、浅海域に

おける吸収も陸棚や外洋に匹敵し、海底への炭素貯留速度をはるかに上回る可能性を示して

います。したがって、今後の気候変動対策、あるいは浅海域やブルーカーボン生態系の保全

や再生の考え方に、新たな地平をひらくと期待されます。 
 

 
 
図１ 本研究で明らかになった、全球の浅海域による大気中二酸化炭素の吸収速度と浅海域海

底への炭素貯留速度が赤字で示されている。  
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